




講演概要 

 

 

第 1部 

マンションを 100 年以上使っていくために今やるべきこと 

～耐震改修と大規模修繕、ヴィンテージマンションから超高層マンションまで～ 

講師：岸崎孝弘氏  (公社)日本建築家協会関東甲信越支部メンテナンス部会 

 

 築 50 年を超えるマンションも多くなってきた昨今、その住まいに 100 年以上の永きに渡り住

み続けるにはどうすればいいのか。劣化が激しくスラム化するマンションがある一方、ヴィンテ

ージマンションと呼ばれ築 50 年を経ても価値が落ちないマンションは何が違うのか。また今を

ときめく超高層マンションに永く住み続けていくために考えなければいけないことは何か。 

耐震化のためのポイント、長期修繕計画の現実など、知らなくてはいけないこと、今できるこ

とは何かを考えていきたいと思います。 

 

 

 

第２部 

建替え・敷地売却について 

～建替え事例にみる課題と対策～ 

講師：阿佐部 肇氏  旭化成不動産レジデンス（株）常務取締役  マンション建替え研究所 

所長 

 

マンションは、区分所有者はもとより社会的にとっても貴重な住宅ストックですから、基本的に

は適切な管理をすることで長きにわたり良好な状態で維持すべきものです。しかしながら、初期

の頃に供給されたマンションの中には、管理不全等を理由に長期的な維持が困難なストックも生

まれつつあり、そうしたマンションでは「マンションの終活」の検討も必要となります。第２部

では、事例を交えながら、建替えやマンション敷地売却を選択するときの基本的な仕組みと留意

点についてお話をします。 

 

 


